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平
成
30
年
度
第
65
回
千
葉
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会
定
期
総
会
が
５
月
29
日

（
火
）
千
葉
市
民
会
館
に
て
、
多
数
の
皆

様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
、
大
塚
義
生
会
長
は
挨

拶
の
中
で
、
市
Ｐ
連
の
活
動
の
「
見
え

る
化
」
の
取
り
組
み
と
来
年
開
催
す
る

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
千
葉
市
大
会

へ
の
思
い
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ご
来
賓
の
熊
谷
俊
人
千
葉

市
長
、
村
尾
伊
佐
夫
市
議
会
副
議
長
、

磯
野
和
美
千
葉
市
教
育
長
の
皆
様
よ
り

ご
挨
拶
を
賜
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の
エ
ー
ル

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
長
年
の
功
労
者
と
し

て
、
団
体
・
個
人
へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
の
広
報
紙
コ
ン
ク
ー

ル
表
彰
で
は
、
市
長
賞
、
議
長
賞
、
教

育
長
賞
を
直
接
ご
来
賓
か
ら
手
渡
さ
れ

た
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
入
賞
校
に
賞
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
平
成
29
年
度
事
業
報
告

と
決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
30
年
度
の
活
動
方
針
・
事
業

計
画
案
、
予
算
案
、
役
員
案
も
す
べ
て

承
認
さ
れ
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。

　

最
後
の
役
員
退
任
挨
拶
で
は
、
市
Ｐ

連
の
活
動
を
通
し
て
得
た
多
く
の
仲
間

と
貴
重
な
経
験
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝

を
伝
え
る
姿
に
会
場
か
ら
拍
手
が
起
こ

り
ま
し
た
。

●
会　
長

　

大
塚　

義
生	

花
見
川
中
学
校	

（
花
見
川
区
）

●
副
会
長

　

一
条　

玲
子	

稲
毛
中
学
校	

（
稲
毛
区
）

　

佐
々
木
雅
美	

花
見
川
中
学
校	

（
花
見
川
区
）

　

上
妻　

陽
子	

真
砂
中
学
校	

（
美
浜
区
）

　

星
島
恵
美
子	

若
松
中
学
校	

（
若
葉
区
）

　

岡
本　
　

大	

新
宿
中
学
校	

（
中
央
区
）

　

角
間　

麻
耶	

平
山
小
学
校	

（
緑
区
）

　

大
井　
　

力	

葛
城
中
学
校	

（
校
長
会
）

　

木
澤　

康
男	

誉
田
小
学
校	

（
校
長
会
）

●
会　
計

　

矢
嶋　

恵
子	

犢
橋
中
学
校	

（
花
見
川
区
）

●
書　
記

　

江
波
戸
正
子	

山
王
小
学
校	

（
稲
毛
区
）

　

加
賀
見
真
澄	

院
内
小
学
校	

（
中
央
区
）

●
監　
事

　

長
澤　

真
理	

若
松
小
学
校	

（
若
葉
区
）

　

川
邊　

敏
明	

宮
崎
小
学
校	

（
校
長
会
）

●
事
務
局

　

神
尾　

祝
子	

（
事
務
局
長
）

　

福
永
奈
津
子	

（
事
務
局
員
）

平
成
30
年
度
役
員
紹
介

第65回

定
期
総
会

千
葉
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

の
た
め
、
日
々
ご
尽
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し

ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
千
葉
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
の
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
本
年
度
引
き
続
き
会
長
の

職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、

大
塚
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
近
年
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
生
活
環
境
は
大
き
く
変
貌
し
て

い
ま
す
。
目
ま
ぐ
る
し
い
科
学
技
術

の
発
展
に
よ
り
、
現
在
あ
る
多
く
の

職
業
が
今
後
無
く
な
っ
て
い
く
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
若
者

に
急
速
に
浸
透
し
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

に
つ
い
て
は
、
便
利
で
あ
る
一
方
で

様
々
な
弊
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
我
々

保
護
者
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
い
う
組
織
の
も

と
で
結
束
し
、
今
の
社
会
現
象
を
正

し
く
認
識
し
共
有
す
る
事
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

「
健
や
か
な
成
長
」
は
、学
校
と
地
域・

家
庭
が
力
を
合
わ
せ
て
は
じ
め
て
成

し
得
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
市
Ｐ
連

で
は
、
本
年
度
も「
育
も
う
子
ど
も
の

心
に
夢
と
希
望
と
優
し
さ
を
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
ま
し
た
。
今
後
も
、

本
市
行
政
・
教
育
委
員
会
、
学
校
の

先
生
方
や
地
域
の
皆
様
、
そ
し
て
何

よ
り
子
育
て
中
で
あ
る
保
護
者
の
皆

様
と
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
や

希
望
を
持
て
る
よ
り
よ
い
教
育
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
様
々
な
課
題

の
解
決
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

今
、
市
Ｐ
連
で
は
事
業
や
活
動
の

中
身
を「
見
え
る
化
」
し
よ
う
と
す

る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
も
っ

と
積
極
的
に
我
々
の
思
い
を
伝
え
、

こ
れ
ま
で
の
具
体
的
な
実
績
を
紹
介

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
の

お
手
元
に
配
布
す
る
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
の

重
点
目
標
と
し
て
、

２
０
１
９
年
に
こ
の
千

葉
市
で
開
催
す
る
日
本

Ｐ
Ｔ
Ａ
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

研
究
大
会「
千
葉
市
大

会
」
の
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
大
会
は
、

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
16
県
・
政
令
市
か

ら
約
２
千
名
の
仲
間
が
結
集
し
、
交

流
を
図
る
大
会
で
す
。
来
場
さ
れ
た

方
々
に「
千
葉
市
に
来
て
良
か
っ
た
」

「
学
ん
だ
事
を
試
し
て
み
よ
う
」
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
、
そ
ん
な
大
会

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
役
員
だ
け
で
な
く
会
員

皆
様
の
お
力
が
必
要
で
す
。

　

最
後
に
、
千
葉
市
Ｐ
連
は
こ
れ
か

ら
も「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
」
を
一

番
に
考
え
、
会
員
同
士
が
共
に
助
け

合
い
、
協
力
し
な
が
ら
活
動
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
多
く
の
皆
様
が
積
極
的

に
市
Ｐ
連
の
活
動
や
事
業
に
ご
参
加

く
だ
さ
る
こ
と
を
役
員
一
同
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

市
Ｐ
連
会
長

　
　
大
塚
　
義
生

平成 30 年度スローガン　“育もう  子どもの心に  夢と希望と優しさを”
30 年度重点目標　2019 年  第 51 回関東ブロック研究大会千葉市大会へ向けた取組

◆◆◆◆◆◆　千葉市ＰＴＡ連絡協議会の組織　◆◆◆◆◆◆
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中央区P連会長
山﨑　貴之
（鶴沢小）

稲毛区P連会長
河原　裕美
（弥生小）

若葉区P連会長
伊藤　紀行
（大宮中）

美浜区P連会長
篠塚　美里

（真砂西小）

花見川区P連会長
岡田　美由紀

（こてはし台中）

緑区P連会長
石本　春樹
（越智中）

①25年前の広末涼子
②ドライブ
③形式的な運営にこだ

わらず、区内各校の情
報を共有し合える組織
運営を目指したいです。

①星野　源
②子供の寝顔を見ている時、旅行して

いる時
③地域や学校の方々と交流を深め楽

しくPTA活動をしていきたいです。
PTA活動を通して自分自身も成長し
ていきたいです。

①司馬遼太郎
②天気の良い日に家族でドラ

イブに出かけるとき
③今年度いただいたご縁を大

切に、緑区が、そして千葉
市がますます素敵さを増す
ように、できることをこつ
こつとやらせていただこう
と思います。ご支援、よろ
しくお願いいたします。

①特にいません。
②成長をした子供たちを見た時。
③若葉区ではブロック輪番制を取り入れ

ていますが、小規模校が多く大規模校
との格差があるため、前年度の理事会
でブロック編成の見直しが提案されま
した。今年度は、格差是正や来年度の
関ブロ大会の成功のために微力なが
ら尽力し、楽しく、より良い若葉区Ｐに
したいと思います。

①小山宙哉
②趣味の和太鼓  篠笛の時間
　お菓子を作っているとき
③向き・不向きより前向きな気持

ちで、来年度に繋いでいきたい
です。よろしくお願いします！！

①明石家さんま
②お風呂と布団に入った時
③よく寝る。よく笑う。よく動く。

朝ご飯をしっかり食べる。
　区P連役員は初めてなので、

がんばります。

平成30年度区P連会長紹介

紹介します！紹介します！紹介します！ ①好きなタレント（有名人）
②何をしている時に幸せを感じますか？
③抱負

インタビューしました！

5 月  第 65 回定期総会

7 月 役員研修会「知ろう！話そう！ PTA ！」
「市 P 連ちば」No.73 配布

10 月  第 41 回市 P 連バレーボール大会
 第 32 回市 P 連研究大会

1 月  2019 年新年情報交換会
3 月 「市 P 連ちば」No.74 配布
4 月 第 43 回広報紙コンクール  審査
5 月 広報担当者講習会

 ● ● ● ●  平 成 3 0 年 度  市 P 連   主 な 事 業  ● ● ● ●

平
成
30
年
度

千
葉
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
安
全
互
助
会

代
議
員
総
会

　
平
成
30
年
５
月
29
日
（
火
）、
千

葉
市
民
会
館
で
平
成
30
年
度
千
葉

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
安
全
互
助
会
代
議
員
総

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
29
年

度
活
動
報
告
な
ら
び
に
決
算
報
告

が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
平
成
30
年
度
活
動
方
針

と
予
算
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
新

年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

＊
Ｐ
Ｔ
Ａ
安
全
互
助
会
と
は
？

　

千
葉
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
に

加
盟
し
て
い
る
学
校
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
の
皆
さ
ん
が
、
安
心
し
て
活
動

で
き
る
よ
う
加
入
で
き
る
損
害
保

険
で
す
。

 平成29年度 千葉市PTA連絡協議会
表彰受賞者

＊団体表彰 緑が丘中学校PTA

＊個人表彰
　花見川区P連 今野　義宏 柏井小学校PTA
 櫛部　由華 花園中学校PTA
 今村多佳子 花園中学校PTA
　中央区P連 栗原　洋一 本町小学校PTA
 甲賀　貴之 生浜小学校PTA
 土本亜希子 蘇我中学校PTA
 任田　尚美 緑町中学校PTA
　若葉区P連 清田　　賢 加曽利中学校PTA
　緑区P連 清水　雄一 誉田中学校PTA
 大塚美枝子 誉田中学校PTA
　美浜区P連 木村　朱美 幸町第一中学校PTA
 齋藤　正栄 幸町第一中学校PTA
 稲田　晴美 幸町第一中学校PTA

（敬称略）



第42回

子
ど
も
た
ち
の

　
あ
り
の
ま
ま
を
伝
え
る

　
㈱
集
賛
舎　
中
村　
芳
紀

　

今
回
よ
り
広

報
紙
コ
ン
ク
ー

ル
の
審
査
に
加

わ
ら
せ
て
頂
く

こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
日
頃
か

ら
印
刷
業
者
と
し
て
原
稿
の
入
稿

か
ら
校
正
の
確
認
、
印
刷
物
の
完

成
、
納
品
ま
で
携
わ
っ
て
い
く
中

で
原
稿
や
写
真
等
に
触
れ
る
機
会

は
多
い
の
で
す
が
、
今
回
は
第
三

者
と
し
て
、
広
報
紙
を
受
け
取
り

読
ん
だ
人
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
る

か
、
を
意
識
し
て
講
評
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　
改
め
て
、
昨
今
の
広
報
紙
の
レ
ベ

ル
が
高
い
水
準
に
あ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

方
々
の
「
良
い
も
の
を
作
り
、
多
く

の
人
に
見
て
も
ら
お
う
」
と
い
う
意

気
込
み
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
構

成
・
内
容
・
見
せ
方
等
、
非
常
に
考

え
ら
れ
て
お
り
甲
乙
が
つ
け
難
く
、

受
賞
作
品
を
選
考
す
る
の
に
苦
労
す

る
と
と
も
に
、
今
回
受
賞
さ
れ
た
学

校
、
惜
し
く
も
逃
し
た
学
校
の
作
品

も
共
に
子
ど
も
た
ち
の
活
動
や
表
情

が
生
き
生
き
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　
「
文
章
の
流
れ
」
や
「
広
報
」
で

の
決
ま
り
事
、
加
え
て
「
良
い
写
真

を
撮
る
」
こ
と
と
共
に
、「
子
ど
も

た
ち
の
あ
り
の
ま
ま
を
伝
え
る
」
と

い
う
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
今
後
も

広
報
紙
を
作
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
千
葉
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
広
報

紙
コ
ン
ク
ー
ル
講
評
よ
り
抜
粋
）

稲丘小学校「いながおか」
　広報部員のみで紙面を作成されたとのことですが、専
門業者が紙面を組んだかと思われるような、見事なペー
ジが多々見受けられます。
　給食室紹介やアンケート、保護者の方向けの記事もあ
り、内容の工夫が見られます。また、先生方の紹介や表
紙を飾る校長先生と子どもたちの給食の様子の写真か
ら、学校での子どもたちと先生との親しみが感じられ、
インパクトの強い仕上がりになりました。

緑町中学校「さくら」
　まず表紙の迫力のある写真に目を奪われまし
た。中面の運動会やイベントの写真も子どもた
ちの表情が生き生きとしており素晴らしく、色
づかいも含め全体を通して非常に見やすく読み
やすい広報紙に仕上がっています。
　簡単なようでいてとても難しい「伝えたいこ
とを的確に伝える」ことができており、緑町中
学校の雰囲気が伝わる秀作と思います。

扇田小学校「扇（ファン）レター」
　今年度からカラーでの印刷を導入とのことで
すが、初めてというのが信じられない程の完成
度です。また、表紙の写真のレイアウトは大変
素晴らしく、先生紹介記事の切り抜きや全体を
通した色彩のイメージ等、どれも素晴らしい仕
上がりだと思います。

轟町中学校「けやき」
　モノクロでの仕上りですが、カラーにも見劣り
しない素晴らしい作品です。写真の配置や記事の
構成が素晴らしく、読み手の視線の誘導が見事で
す。編集者の伝えたい内容が、読み手にまっすぐ
伝わる紙面に仕上がっていると思います。

真砂中学校「陽だまり」
　良い意味で広報紙に見えない仕上りです。一見して企業等のパン
フレットを思わせるビビットな色づかいや紙面のデザイン、これま
で広報紙で目にしたことがない斬新なイメージです。また、文字も
書体や白抜き文字、白地にスミ文字等、読みやすく、出品票に書か
れているように「観て楽しく、読んで楽しい広報紙」になっています。

市P連
会長賞

市議会
議長賞

市教育長
賞

市長賞市長賞

（ 3 ） 第 73 号

●第42 回千葉市PTA 広報紙コンクール入賞校一覧●

●応募総数●　小学校：27 点　中学校：16 点　計 43 点

賞 受賞校 広報紙名
＊市長賞 稲丘小学校 いながおか
＊市議会議長賞 緑町中学校 さくら
＊市教育長賞 扇田小学校 扇（ファン）レター

＊市 P 連会長賞
轟町中学校
真砂中学校

けやき
陽だまり

＊優良賞
本町小学校
登戸小学校
葛城中学校

本町小タイムス
のぶと
葛城

＊努力賞
緑町小学校
稲毛中学校
朝日ケ丘中学校

みどり
稲毛中
朝日ケ丘中

＊企画賞 土気中学校 土気（Toke）
＊写真賞 寒川小学校 なぎさ
＊レイアウト賞 蘇我中学校 いちょう

（受付時間：平日午前 9時から午後 5時まで）

次回募集は2019年2月頃

小１から中３まで
自動継続で安心！



第 73 号 （ 4 ）

　

平
成
29
年
度
、
広
報
委
員
会
の
活
動
は
、
こ
の
73
号

で
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
取
材
・
執
筆
と
お
忙
し
い
中
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
「
あ
っ
！
」
と
い
う
間
の
一
年
間
で
し
た
。
不
安
し
か
な

い
中
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
前
広
報
委
員
長
、
事

務
局
方
々
、
集
賛
舎
の
中
村
氏
に
助
け
ら
れ
活
動
し
て
参

り
ま
し
た
。
各
区
Ｐ
連
よ
り
出
向
し
た
５
名
が
市
Ｐ
連
の

活
動
内
容
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
、
興
味
が
湧
く
よ
う
に

お
伝
え
出
来
れ
ば
と
い
う
思
い
で

広
報
紙
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
ろ

そ
ろ
自
立
出
来
る
か
と
思
っ
た
矢

先
の
選
手
交
代
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
こ
の
一
年
間
で
良
い

経
験
が
出
来
ま
し
た
。
心
残
り
は

あ
り
ま
す
が
、
次
の
広
報
委
員
の

方
々
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

　

広
報
紙
「
市
Ｐ
連
ち
ば
」
を

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

一
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（広

報
委
員
一
同
）

◆
総
務
委
員
長　
齋
藤　
詠
子

（
稲
丘
小
学
校
）

　

よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
常
置
委
員

を
お
引
き
受
け
し
、
た
ま
た
ま
な
っ

た
委
員
長
。
全
員
初
対
面
の
総
務
委

員
が
、
顔
を
会
わ
せ
る
の
は
行
事
の

当
日
の
み
。
打
合
せ
す
る
の
は
メ
ー

ル
や
ラ
イ
ン
で
、
う
ま
く
伝
わ
る
か

不
安
で
し
た
。
正
直
、
面
倒
な
事
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
か
な
？
と
。

　
し
か
し
委
員
の
皆
は
理
解
も
作
業

も
早
く
、
協
力
し
て
く
れ
て
と
て
も

順
調
に
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
新
た
な
出
会
い
や
知
識

を
得
ら
れ
た
こ
と
、
共
同
で
や
り
と

げ
る
達
成
感
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
「
子

ど
も
の
た
め
」
だ
け
で
な
く
、「
保

護
者
の
学
ぶ
場
」
で
も
あ
る
と
実
感

し
ま
し
た
。
貴
重
で
有
意
義
な
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
き
ま
し
た
。

　

総
務
委
員
や
市
Ｐ
連
の
方
々
・

家
族
・
友
人
た
ち
大

勢
の
支
え
が
あ
っ

て
こ
そ
と
感
謝
い

た
し
ま
す
。
一
年
間

本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
事
業
委
員
長　
小
倉　
英
幸

（
生
浜
東
小
学
校
）

　

も
と
も
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
等
に
協

力
的
で
は
な
か
っ
た
私
で
す
が
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
ゴ
ム
バ
レ
ー
に
参
加
す
る
事
を

き
っ
か
け
に
、
単
Ｐ
の
副
会
長
、
そ

し
て
市
Ｐ
へ
と
道
が
繋
が
り
ま
し
た
。

　
バ
レ
ー
大
会
の
お
手
伝
い
だ
か
ら

と
軽
い
気
持
ち
で
し
た
が
、『
運
命

の
あ
み
だ
く
じ
』
が
待
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
私
が
委
員
長
に
決
ま
っ

た
時
、
他
の
皆
さ
ん
が
見
せ
た
あ
の

『
笑
顔
』
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

特
に
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
市
Ｐ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
終
え
た
時
、
協

力
し
て
成
し
遂
げ
、
市
Ｐ
の
皆
さ
ん

は
仲
間
な
の
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　
仕
事
が
忙
し
い
時
な
ど
、
御
迷
惑

を
お
掛
け
す
る
事
も
あ
り
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
に
助
け
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、『
お
だ
て
ら
れ
』
や
る
気
も

出
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
選
手
と
し
て
『
市
Ｐ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
』
に
お
邪
魔
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
年
間
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
広
報
委
員
長　
伊
藤　
幸
子

（
誉
田
中
学
校
）

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
初
心
者
で
市
Ｐ
連
へ

出
向
で
広
報
委
員
へ
。
緊
張
と
不
安

で
ど
う
し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
状

態
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
皆
さ

ん
に
助
け
ら
れ
、
こ
の
一
年
間
無
事

に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
市
Ｐ
連
に
携
わ
り
、
多
く
の
出
会

い
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
出
会
い
か

ら
、
良
い
刺
激
や
経
験
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
し
て
私
の
「
宝
物
」

に
な
り
ま
し
た
。

　

大
き
な
責
任
を
感
じ
な
が
ら
始

ま
っ
た
広
報
委
員
の
５
名
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
で
活
動
し
て
く
れ
た
結
果

の
「
市
Ｐ
連
ち
ば
」
発
行
で
す
。
何

よ
り
も
ご
協
力
し
て
下
さ
っ
た
市
Ｐ

連
役
員
、
事
務
局
の
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
広
報
委
員
の
家
族
の
方
々
に
も
ご

協
力
、
ご
理
解
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
最
後
に
家
族
か
ら
「
市
Ｐ
連
、
一

年
間
お
疲
れ
様
。
あ
と
、
二
年
単
Ｐ

頑
張
っ
て
ね
。」
と
労
い
、
励
ま
さ
れ

ま
だ
ま
だ
続
く
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
す
。

常
置
委
員
会　
１
年
を
終
え
て

　

平
成
30
年
５
月
10
日（
木
）、
11

日（
金
）
に
千
葉
市
民
会
館
に
て
、

広
報
担
当
者
講
習
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

講
師
に
㈱
集
賛
舎　

中
村
芳
紀

氏
を
お
迎
え
し
、初
日
28
校
56
名
、

二
日
目
38
校
85
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

本
年
度
は
講
師
の
方
に
、
初
め

て
広
報
委
員
会
を
担
当
す
る
方
に

絞
っ
た
研
修
内
容
に
な
る
よ
う
お

願
い
し
ま
し
た
。「
広
報
紙
の
作
成

か
ら
完
成
す
る
ま
で
」
と
題
さ
れ

た
講
義
で
は
三
種
類
の
資
料
を
も

と
に
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
多
く
は
、
広
報
に
携

わ
る
の
は
初
め
て
で
、
何
を
質
問

し
た
ら
よ
い
か
、
と
迷
わ
れ
て
い

る
よ
う
で
し
た
が
、
主
催
者
の
助

言
も
あ
り
、徐
々
に
質
問
が
増
え
、

参
加
型
研
修
と
な
る
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
千
葉
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作

品
の
展
示
も
あ
り
、
作
品
を
手
に

熱
心
に
メ
モ
を
取
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

よ
り
良
い
紙
面
作
り
の
た
め
に

は
、
と
に
か
く
沢
山
の
写
真
を
撮

る
事
。
そ
の
中
に
大
切
な
一
枚
が

必
ず
あ
る
は
ず
で
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
担
当
者
講
習
会

● 子どもたちの思いに感動 ●　シンボルマーク審査委員会委員長　江波戸　正子

　募集にあたり、ご協力いただきました先生方、PTA 役員の皆さん、そして考えて
描いてくれたたくさんの子どもたちに心より感謝申し上げます。作品が集まるか不
安でしたが、881 点という作品を前にし、ほっとするとともに強く責任を感じまし
た。親と子、友情、歴史と未来、千葉市への思いがあふれる素晴らしい作品ばかり
で何度も胸が熱くなりました。その中に「私たちのために頑張っているお母さんの
背中が大好き」という言葉がありましたので紹介させていただきます。

● 審査を終えて（総評）●　前千葉県教育研究会造形教育部会会長　平野　正春

　まず、881 点もの応募があったことに純粋に驚き、PTA の皆さんの市 P 連に対し
てのご協力の姿勢を感じました。審査の感想ですが、作品に千葉市の特徴を表す
ものを取り入れながら、それぞれの思いがストレートに作品に表されており、大
変充実した作品が多くありました。最優秀賞作品は、色合い・デザイン性が秀逸で、
何より作品に込めた思いが素晴らしい作品でした。千葉市の PTA の結束を実感し
たコンクールでした。

 優秀賞	 安田　七海	 みつわ台中学校	 2 年
（佳作）	 田口　遥大	 轟町中学校	 1 年

	 清宮　桃香	 稲毛中学校	 1 年
	 池崎　美誉	 花園小学校	 6 年
	 石本　　芳	 越智中学校	 2 年

 入　選	 山本　雪斗	 土気中学校	 1 年
	 相馬　あかね	 大宮中学校	 2 年
	 大塚　結斗	 緑が丘中学校	 1 年
	 奥野　由萌	 緑が丘中学校	 1 年
	 眞里谷　育	 緑が丘中学校	 1 年
	 四十物　紅瑠美	 幸町第一中学校	 1 年
	 村松　那菜	 蘇我小学校	 6 年
	 今泉　陽菜	 新宿中学校	 2 年
	 松本　乃紀	 蘇我中学校	 1 年
	 田中　優夢	 誉田東小学校	 5 年

※順不同　平成 29 年度応募時点の在籍校および学年を記載
○応募総数：881 点　※複数応募・合作含む　　○審査対象作品数：877 点
○ご協力いただいた単 P：45 校（小学校 28 校・中学校 17 校）

● 最優秀賞作品の説明 ●
　真ん中のつぼみは子ども、周
りの花と葉は子どもを守る大人
た ち。 千 葉 市 の 花「 大 賀 ハ ス 」
で表現しました。
　つぼみの色を青色にした理由
は、青いつぼみは自然で作るこ
とは不可能。でも「未来」では
作ることができるようになるか
もしれないという希望の意味を
込めました。

最優秀賞   小出  薫美   新宿中学校   3 年

たくさんのご応募ありがとうございました。
詳細はホームページをご覧ください。

第51回日本PTA関東ブロック研究大会千葉市大会
大会シンボルマーク決定！

・話し合ったり質問をでき、堅く
ならずに講義が聴けた

・説明がわかりやすい

・来年度も今年度のような内容
でやってほしい

・今年度の励みになった

・編集会議が大事だと感じた

・新聞、お知らせ、書類を見る
目が変わったと思う

・受賞作品のコメント、審査基
準など詳しく説明してほし
かった

・講習をもっと早い時期にして
ほしかった

・見出しの作り方は
  目から鱗だった

平成 30 年度
広報担当者講習会 感想

（敬称略）


